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受
け
止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
最
終
処

分
に
対
す
る
疑
問
を
関
係
機
関
に
質
し
、

地
層
処
分
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
─
─
そ

の
第
一
歩
が
意
見
交
換
会
だ
っ
た
。

　

再
処
理
費
用
の
契
約
内
容
や
処
分
候
補

地
の
選
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
使
用
済
み
核

燃
料
の
直
接
処
分
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
扱
い
、
高
レ
ベ
ル
施
設
の
防
災
対
策
、

関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
り
方
…
と
、
事

前
の
質
問
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
誌

面
の
制
約
上
、
印
象
的
な
や
り
取
り
に

絞
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

日
本
で
は
、
原
発
か
ら
出
た
使
用
済
み

核
燃
料
を
再
処
理
し
て
利
用
す
る「
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
政
策
」の
実
現
を
め
ざ
し
て

き
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ
青

森
県
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
は
着
工
か

ら
20
年
が
経
過
し
て
も
本
格
稼
働
で
き
ず
、

高
速
増
殖
炉「
も
ん
じ
ゅ
」も
実
用
化
の
め

ど
が
つ
い
て
い
な
い
。
再
処
理
を
前
提
に

し
た「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
ガ
ラ
ス

固
化
→
30
〜
50
年
程
度
の
中
間
貯
蔵
→
深

地
層
へ
の
埋
設
処
分
」と
い
う
基
本
政
策

は
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
７
月
下
旬
、「
再
処
理
せ
ず
、

　

８
月
20
日
の
参
議
院
議
員
会
館
。
政
府

な
ど
の〝
核
の
ゴ
ミ
〟最
終
処
分
の
担
当
者

と
道
内
外
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と

が
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
向
き
合
い
、
意
見

交
換
会
を
開
い
た
。

　

双
方
の
参
加
者
は
30
人
ほ
ど
。
市
民
側

は「
交
渉
で
は
な
く
、
情
報
交
換
の
場
」と

位
置
づ
け
、
政
府
側
に
処
分
事
業
の
手
順

や
関
わ
り
方
、
北
海
道
に
対
す
る
影
響
な

ど
の
質
問
を
事
前
に
送
り
、
担
当
者
か
ら

説
明
を
聞
い
た
。
７
月
を
皮
切
り
に
、
こ

の
日
で
２
回
目
。
質
疑
が
坦
々
と
進
む
。

　

政
府
は
昨
年
12
月
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
の
選
定
手
法
に
つ

い
て
、
従
来
の
公
募
制
か
ら
、
国
み
ず
か

ら
指
名
す
る
方
式
へ
転
換
し
た
。「（
核
の

ゴ
ミ
の
）持
ち
込
み
は
受
け
入
れ
が
た
い
」

と
の
道
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
主
体
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環
境

整
備
機
構
）の
西
塔
雅
彦
専
務
理
事
は
今

年
６
月
、「
条
例
が
あ
っ
て
も
、
処
分
地
の

絞
り
込
み
か
ら
北
海
道
は
除
外
さ
れ
な

い
」と
明
言
し
て
い
る
。

「
最
終
処
分
の〝
科
学
的
有
望
地
〟に
つ
い

て
、『
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
か
決
め
て

い
な
い
』と
い
う
が
、
議
論
の
間
は
有
望

地
の
マ
ッ
プ
は
示
さ
な
い
の
か
？
」

「
今
後
１
年
程
度
の
有
望
地
選
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と
は
可
能
か
？
」

　

と
の
質
問
に
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
放

射
性
廃
棄
物
等
対
策
室
の
担
当
者
は
、

「
最
終
版
の
マ
ッ
プ
を
途
中
で
示
す
こ
と

は
な
い
が
、（
途
中
の
）議
論
の
た
た
き
台

と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
」

「
現
時
点
で
は（
有
望
地
選
定
に
至
る
）ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
し
か
ね
る
」

　

と
、
真
摯
に
説
明
し
よ
う
と
し
な
い
。

　

選
定
の
第
１
段
階
は
、
有
望
地
と
さ
れ

た
市
町
村
で
の「
文
献
調
査
」で
あ
る
。

「
住
民
や
首
長
の
反
対
で
文
献
調
査
ま
で

進
展
し
な
い
場
合
、
そ
の
先
の
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
る
か
？
」と
の
質
問
に
は
、

「
全
国
の
市
町
村
が
す
べ
て
反
対
す
る
と

は
想
定
し
て
い
な
い
。（
進
展
し
な
い
場
合

の
）そ
の
先
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　

と
エ
ネ
庁
の
担
当
者
。
関
係
閣
僚
の
意

向
で「
指
名
方
式
」に
転
換
し
た
も
の
の
、

経
済
産
業
省
の
事
務
方
は
確
固
た
る
展
望

を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
東
日
本
大
震
災

や
福
島
原
発
事
故
を
機
に
北
海
道
電
力
の

脱
原
発
株
主
に
な
っ
た
、
マ
シ
オ
ン
恵

美
香
さ
ん（
ベ
ク
レ
ル
フ
リ
ー
北
海
道
代

表
・
釧
路
在
住
）と
深
町
ひ
ろ
み
さ
ん（
地

方
自
治
を
考
え
る
市
民
の
会
代
表
・
札
幌

在
住
）ら
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
た
。

「
震
災
後
、
北
電
の
経
営
が
刻
々
と
傾
い

て
い
く
。
北
電
は
燃
油
代
の
高
騰
の
せ
い

に
す
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
原
子
炉
ま
わ

り
で
は
な
く
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
や
最
終
処
分
関
連
に
多
額
の
費
用
が
投

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
直
視

し
な
け
れ
ば
…
」（
マ
シ
オ
ン
さ
ん
）

　

放
射
性
廃
棄
物
の
こ
と
は
、
処
分
研
究

施
設
が
あ
る
幌
延
の
問
題
と
捉
え
が
ち

だ
っ
た
。
だ
が
、
苦
境
に
陥
っ
た
北
電
の

実
態
を
知
り
、「
消
費
者
で
あ
り
株
主
で
も

あ
る
自
分
た
ち
も
一
緒
に
考
え
た
い
」と

2014. 10 .

　〝
核
の
ゴ
ミ
〟レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
・
地
層
処
分
に
疑
問
を
も
つ
市
民
や
研
究
者
の
動
き
か
ら

「
負
の
帰
結
」に
目
を
閉
ざ
し
続
け
て

公
平
性
を
犠
牲
に
す
る
原
子
力
政
策

最
終
処
分
め
ぐ
り
市
民
有
志
ら
と
政
府
が
対
話

放
射
能
が
安
全
な
レ
ベ
ル
に
減
衰
す
る
ま
で
10
万
年
も
か
か
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
後
始
末
は
、
原
子
力
開
発
の
最
大
の
ア
キ
レ
ス
腱
と
い

わ
れ
て
久
し
い
。
日
本
政
府
は
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
過
程
で

残
る
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
し
て
、
地
下
深
く
埋
設
す
る「
地
層
処
分
」

を
国
策
に
し
て
き
た
。
処
分
地
に
手
を
挙
げ
る
自
治
体
が
現
れ
な
い
状
況

を
踏
ま
え
、
政
府
み
ず
か
ら
候
補
地
を
指
名
す
る
方
針
に
転
換
し
て〝
科

学
的
有
望
地
〟を
絞
リ
込
む
作
業
が
進
む
が
、
国
民
に
は
具
体
的
な
動
き

は
見
え
て
こ
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、〝
核
の
ゴ
ミ
〟に
関
連
す
る
省
庁
な
ど

の
担
当
者
と
市
民
有
志
の
意
見
交
換
会
が
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
。
豊
富

町
内
で
行
な
わ
れ
た
社
会
学
者
の
講
演
録
と
と
も
に
紹
介
し
、
地
層
処
分

の
是
非
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
考
え
る
。 （
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川
康
治
）

市
民
の
問
い
に
省
庁
担
当
者
ら

が
答
え
緒
に
つ
い
た
意
見
交
換

「
直
接
処
分
」報
告
書
も
話
題
に

情
報
公
開
に
消
極
的
な
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

「交渉ではなく、情報交換の場。回答者への乱暴な言葉
遣いの使用は遠慮を」との注意事項も配られた、市民有
志主催の意見交換会。事前に提出した質問事項に沿っ
て、坦々とやり取りが進んだ（８月 20 日、参議院議員
会館で）

■“核のゴミ”レポートＰＡＲＴ３

意見交換会を企画したマシオン恵美香さん（左）と深町ひろみさん
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■“核のゴミ”レポートＰＡＲＴ３

追
求
し
、
随
伴
的
に
生
ず
る「
負
の
帰
結
」

の
ほ
う
は
後
か
ら
対
処
す
れ
ば
い
い
─
─

と
い
う
考
え
方
が
く
り
返
し
示
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

一
定
の
地
域
や
集
団
が
、
み
ず
か
ら
の

生
産
や
消
費
を
通
し
て
生
み
だ
す
環
境
負

荷
を
引
き
受
け
ず
、
別
の
地
域
や
集
団
に

押
し
つ
け
る
こ
と
を「
環
境
負
荷
の
外
部

転
嫁
」と
い
い
ま
す
。
経
済
活
動
と
環
境

問
題
の
関
係
を
み
る
と
き
、
こ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
が
問

題
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、「
受
益
圏
」（
事

業
に
伴
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
た
ち
の
集

ま
り
）と「
受
苦
圏
」（
苦
痛
や
損
害
を
被
る

人
た
ち
の
集
ま
り
）の
関
係
と
し
て
見
え

て
き
ま
す
。「
受
益
圏
」か
ら「
受
苦
圏
」に

環
境
負
荷
が
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
く
─
─

そ
れ
が
、
今
ま
で
の
日
本
の
経
済
成
長
と

社
会
の
あ
り
方
で
し
た
。

　

日
本
全
体
で
い
え
ば
、
人
口
と
経
済
力
、

政
治
力
が
集
積
し
て
い
る
中
心
部
は
東
京

圏
で
あ
り
、
北
海
道
で
は
札
幌
で
す
。
福

島
原
発
事
故
以
前
は
、
新
潟
と
福
島
の
原

発
か
ら
送
ら
れ
た
電
力
が
東
京
圏
で
大
量

消
費
さ
れ
、
原
発
の
リ
ス
ク
は
立
地
地
域

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
め
ぐ
っ
て

は
、
３
つ
の
不
条
理
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

　

１
つ
は
、
廃
棄
物
施
設
の
候
補
地
に
挙

が
っ
た
地
域
が
感
ず
る
、「
な
ぜ
、
自
分
た

ち
が
出
し
た
も
の
で
も
な
い
、
危
険
物
質

を
押
し
つ
け
る
の
か
。
内
容
や
手
続
き
も

疑
問
だ
ら
け
だ
」と
い
う
不
条
理
で
す
。

　

２
つ
め
は
、「
心
な
ら
ず
も
加
害
者
と
し

て
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
」と
い
う
、
感
受

性
の
強
い
消
費
者
が
感
ず
る
不
条
理
で
す
。

震
災
前
は
、
電
気
の
約
３
分
の
１
は
原
子

力
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
。
放
射
性
廃
棄

物
の
行
き
場
が
な
く
、
青
森
県
に
は
使
用

済
み
核
燃
料
が
置
か
れ
て
い
る
─
─
そ
う

し
た
関
係
か
ら
脱
却
し
た
い
け
れ
ど
、
で

き
な
い
…
と
。
た
だ
、
無
関
心
な
人
た
ち

も
多
く
い
ま
す
。

　

３
つ
め
は
、
職
務
と
し
て
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
埋
設
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
々
で
す
。
日
本
社
会
は
、
膨
大
な

電
力
を
消
費
し
、
廃
棄
物
を
排
出
し
て
き

た
の
に
、
安
全
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
と

ど
の
地
域
も
協
力
を
拒
否
す
る
。
自
分
た

ち
の
組
織
は
板
挟
み
で
、
進
む
こ
と
も
退

く
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
。
こ
う
し
た
不

条
理
が
全
国
の
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
合
意
形
成
の
欠
如
が
諸
悪

の
根
源
を
生
み
だ
し
て
い
る
、
と
分
析
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
原
子
力

政
策
の
特
色
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
帰
結
に
対

し
て
無
関
心
で
あ
り
、
公
平
性
を
犠
牲
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

通
常
は
、
個
人
や
組
織
、
社
会
と
し
て

事
業
を
選
択
す
る
と
き
に
は
、「
負
の
帰

結
」と「
正
の
受
益
」と
を
包
括
的
に
取
り

集
め
、
総
合
的
に
評
価
す
る
手
続
き
を
し

ま
す
。
そ
こ
で
初
め
て
、「
よ
し
、や
ろ
う
」

と
か「
こ
れ
は
止
そ
う
」と
判
断
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
原
子
力
は「
正
の
受
益
」を
ま
ず

そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
地
中
に
処
分
す
る

こ
と
は
技
術
的
に
可
能
と
す
る
、
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構（
原
子
力
機
構
）の
報

告
書
案
を
入
手
し
た
」と
報
じ
た
。

　

市
民
側
は
こ
れ
を
受
け
、「
使
用
済
み
燃

料
は
資
源
。
廃
棄
物
で
は
な
い
─
─
と
の

従
来
見
解
を
転
換
し
た
の
か
。
報
告
書
は

公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
法
律
の
見
直

し
が
必
要
に
な
る
が
、
ど
の
時
点
が
想
定

さ
れ
る
か
」と
事
前
に
質
問
し
て
い
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
放
射
性
廃
棄
物
等

対
策
室
の
担
当
者
は「
将
来
世
代
の
選
択

肢
の
拡
大
の
観
点
か
ら
代
替
処
分
も
視
野

に
入
れ
て
研
究
開
発
を
進
め
る
も
の
で
、

現
時
点
で
は
見
解
を
転
換
し
た
も
の
で
は

な
い
」と
言
い
訳
め
い
た
答
弁
。「
法
改
正

の
予
定
は
な
い
。
仮
定
の
議
論
に
は
コ
メ

ン
ト
し
か
ね
る
」と
続
け
た
。

　

原
子
力
機
構
の
地
層
処
分
研
究
担
当
者

は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
報
告
書
は
ド
ラ

フ
ト（
草
稿
）段
階
の
も
の
で
、
関
連
の
会

議
に
諮
っ
た
の
ち
、
14
年
度
末
ま
で
に
公

表
す
る
予
定
、
と
説
明
し
た
。

　

今
年
５
月
か
ら
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
全
国
30
カ

所
で「
地
層
処
分
を
考
え
る
」と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
中
だ
。
市
民
側
は
、

「
議
論
の
一
部
始
終
を
公
開
し
、
地
層
処

分
に
賛
成
・
反
対
双
方
の
専
門
家
を
同
数

ず
つ
そ
ろ
え
た
シ
ン
ポ
を
全
国
で
開
く
予

定
は
あ
る
か
」と
、
改
善
策
を
求
め
る
質

問
を
提
出
し
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
側
は「
動
画
の
公
開
に
否
定

的
な
登
壇
者
も
お
り
、
公
開
し
な
い
こ
と

に
し
た
」と
消
極
的
で
、「
現
時
点
で
は
賛

否
同
数
で
の
パ
ネ
ラ
ー
は
考
え
て
い
な

い
」と
答
弁
。
こ
れ
で
は
、
論
議
を
深
め

る
の
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
の
場
に
す
ぎ
な
い
。

　

や
り
取
り
は
２
時
間
半
ほ
ど
、
質
問
項

目
が
多
い
こ
と
も
あ
り
十
分
な
意
見
交
換

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。〝
核
の
ゴ
ミ
〟を
め

ぐ
る
議
論
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
。

　

主
催
者
の
マ
シ
オ
ン
恵
美
香
さ
ん
は
、

「
政
府
が
わ
た
し
た
ち
に
対
し
、
何
か
言

い
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
分

か
っ
て
き
た
」と
振
り
返
っ
た
。
次
回
以

降
は
、
開
催
場
所
を
北
海
道
内
に
移
し
、

関
係
省
庁
な
ど
の
担
当
者
と
の
意
見
交
換

を
継
続
し
て
い
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
６
月
、
電
力
の
小
売
り
を
全
面
的

に
自
由
化
す
る
改
正
電
気
事
業
法
が
国
会

で
可
決
・
成
立
し
た
。
一
般
家
庭
で
は
こ

れ
ま
で
地
域
の
電
力
会
社
か
ら
し
か
電
気

を
買
え
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
６
年
か
ら

は
自
由
に
電
力
会
社
を
選
べ
る
。
使
用
済

み
核
燃
料
を
資
源
と
み
な
し
、
電
気
料
金

を
高
値
に
誘
導
す
る
仕
掛
け
で
あ
る「
総

括
原
価
方
式
」も
見
直
さ
れ
る
。
こ
の
方

式
が
な
く
な
れ
ば
、
使
用
済
み
核
燃
料
は

〝
資
源
〟と
し
て
の
価
値
を
見
い
出
せ
ず
、

本
来
の
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
前
出
の

地
層
処
分
か
ら
直
接
処
分
へ
の
流
れ
の
背

景
に
は
、
そ
ん
な
台
所
事
情
も
あ
る
。

　

だ
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
せ
よ
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
状
態
に
せ
よ
、
人
間
の
目

が
届
か
な
い
地
中
に〝
核
の
ゴ
ミ
〟を
埋
め

棄
て
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
の
放
射
能
が
安
全
な
レ
ベ
ル
ま

で
減
衰
す
る
に
は
10
万
年
も
か
か
る
。
処

分
場
の
稼
働
以
前
に
、
総
延
長
が
数
百
キ

ロ
に
も
お
よ
ぶ
坑
道
を
本
当
に
掘
削
・
維

持
で
き
る
の
か
─
─
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

り
、
地
中
処
分（
地
層
・
直
接
処
分
）そ
の

も
の
の
是
非
を
問
う
べ
き
だ
。

　

８
月
３
日
、
幌
延
町
へ
の
放
射
性
廃
棄

物
関
連
施
設
の
立
地
に
反
対
し
て
き
た
住

民
団
体
が
豊
富
町
内
で
交
流
会
を
開
き
、

あ
ら
た
め
て
地
層
処
分
に
つ
い
て
考
え
た
。

原
子
力
委
員
会
の
要
請
に
応
え
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の「
暫
定
保
管
」と「
総
量

管
理
」に
向
け
た
提
言
を
ま
と
め
た
、
日

本
学
術
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
舩
橋
晴

俊
・
法
政
大
学
教
授
を
招
き
、
２
時
間
余

り
の
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
講
演
要
旨
を
ま
と
め

た
の
で
、
ご
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。
講

師
の
舩
橋
さ
ん
は
８
月
15
日
、
帰
ら
ぬ
人

に
な
っ
た
。
豊
富
で
の
熱
弁
が
最
後
の
講

演
に
な
っ
た
と
い
う
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
。

※〝
核
の
ゴ
ミ
〟に
つ
い
て
の
本
レ
ポ
ー
ト

は
、
次
号
で
締
め
く
く
り
た
い
。

学
術
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
を

招
き
地
層
処
分
を
問
う
催
し
も

地
域
住
民
や
消
費
者
、
職
務
で

か
か
わ
る
人
が
感
じ
る
不
条
理

「
受
益
圏
」か
ら「
受
苦
圏
」へ

環
境
負
荷
が
押
し
つ
け
ら
れ
る

図、政府が想定している最終処分場の立地選定プロセス
（出典：総合資源エネルギー調査会放射性廃棄物ＷＧの『中間とりまとめ』）

ふなばし・はるとし　1948 年、神奈川県生まれ。東
京大学大学院社会学研究科博士課程中退。環境社会学
会の設立メンバー。法政大学社会学部教授。日本学
術会議「高レベル放射性廃棄物の処分に関する検討委
員会」の幹事として、原子力委員会に対する提言をま
とめる。原子力市民委員会座長。著書『環境社会学』
（弘文堂）、共著『核燃料サイクル施設の社会学──青
森県六ヶ所村』（有斐閣選書）ほか。この講演の 12日後、
くも膜下出血のため死去

「
暫
定
保
管
」を
柱
に
政
策
の
見
直
し
を

法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
　
　
故
・
舩
橋 

晴
俊
さ
ん

講
演
録「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
問
題
へ
の
対
処
を
考
え
る
─
─
日
本
学
術
会
議
の
提
言
と
今
」
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■“核のゴミ”レポートＰＡＲＴ３

幌延深地層研究センターの試験坑道。
原子力機構理事の「埋め戻しはもっ
たいない」発言が論議を呼んだ

地層処分政策の見直しを熱く語った舩橋さん
の講演会。大勢の前で話す最後の場になった

力
発
電
環
境
整
備
機
構
）が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
日
本
学
術
会
議
は
そ
れ
を
批

判
し
、「
逆
転
し
た
手
続
き
で
あ
り
、
大
局

的
な
政
策
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
に
基
づ

い
て
、
個
別
領
域
で
合
意
形
成
の
道
を
探

る
べ
き
だ
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
批

判
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
単
に
そ
の
施
設

に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
背
後

に
あ
る
原
子
力
政
策
に
批
判
的
な
方
が
圧

倒
的
に
多
い
。
そ
の
こ
と
が
推
進
派
の
人

た
ち
に
は
見
え
ず
、
問
題
の
深
刻
さ
が
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
処
分
政
策
の
根
本
的
な
欠
点
は
、

地
域
間
の
不
公
平
な
構
造
を
前
提
に
し
な

が
ら
、
周
辺
部
に
大
量
の
お
金
を
投
入
し
、

危
険
施
設
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、「
お
金
と
健
康
は

交
換
で
き
な
い
」と
い
う
視
点
に
立
つ
と
、

住
民
は
納
得
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

　

２
０
１
０
年
９
月
に
原
子
力
委
員
会
が

学
術
会
議
に
依
頼
し
た
の
は
、「
最
終
処
分

を
め
ぐ
り
、
国
民
に
対
す
る
説
明
や
情
報

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
理

系
と
文
系
合
わ
せ
て
15
人
ほ
ど
の
研
究
者

に
よ
る
委
員
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
で
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
福
島
原
発
の
事
故
が
起
き
て

に
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。
東
京
圏
の
受

益
は
、
自
分
た
ち
で
引
き
受
け
た
く
な
い

も
の
を
、
他
の
地
域
に
押
し
つ
け
て
成
り

立
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

日
本
の
原
子
力
政
策
は
、
事
故
の
危
険

性
や
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
を
め
ぐ
り
、

地
域
間
の
負
担
の
不
公
平
を
前
提
に
し
て

い
る
の
で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
社
会
的

な
合
意
形
成
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

青
森
県
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

を
め
ぐ
っ
て
日
本
で
一
番
不
利
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
再
処
理
工
場
に
受
け

入
れ
る
使
用
済
み
核
燃
料
は
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
で
あ
っ
て
、
再
処
理
が
終
わ
っ
た
ら

外
に
搬
出
す
る
。
最
終
処
分
地
に
は
さ
せ

な
い
─
─
と
、
青
森
県
知
事
は
政
府
に
く

り
返
し
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

あ
る
種
の
取
引
を
し
て
い
て
、
使
用
済

み
燃
料
や
廃
棄
物
は
引
き
受
け
る
け
れ
ど
、

最
終
処
分
地
は
拒
否
す
る
、
と
。
そ
の
条

件
で
受
益
を
得
よ
う
と
す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
が
原
子
力
政
策
に
し
み
込
み
、

道
理
性
と
合
理
性
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
意
形
成
の
視
点
が
な
い
な
か
、
個
別

領
域
の
政
策
の
議
論
を
進
め
よ
う
と
す
る

の
が
、
経
済
産
業
省
や
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子

し
ま
っ
た
。
こ
の
事
故
の
意
味
を
き
ち
ん

と
考
え
る
た
め
に
１
年
間
、
作
業
は
遅
れ

ま
し
た
。
国
民
世
論
は
激
し
く
変
化
し
、

原
子
力
に
関
わ
る
い
ろ
ん
な
問
題
が
噴
出

し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

最
初
の
委
員
会
で
わ
た
し
は
、
原
子
力

委
員
会
や
経
済
産
業
省
の
方
に
、「
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
的
に
強
権
的
に
反
対
運
動
を
た
た
き

潰
す
や
り
方
や
、
欺
瞞
的
な
宣
伝
で
ご
ま

か
す
の
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
合
意
形
成

に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
方
針
に
変
わ

り
な
い
か
？
」と
確
認
し
ま
し
た
。
な
ぜ

今
ま
で
、
合
意
形
成
に
よ
る
解
決
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
、
社
会
科
学
の
課
題
と

し
て
分
析
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
─
─
と
、

わ
た
し
た
ち
は
自
覚
し
た
の
で
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
12
年
９
月
、「
暫
定
保

管
」と「
総
量
管
理
」を
柱
に
し
た
政
策
枠

組
み
の
再
構
築
を
、
原
子
力
委
員
会
に
提

案
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
科
学
的
知
見
で
は
、
日
本
列
島

の
な
か
に
今
後
、
数
万
年
単
位
で
安
定
し

た
地
層
を
有
す
る
地
点
を
特
定
で
き
な
い

─
─
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
た
ち
の
判
断
。

「
特
定
で
き
る
」と
い
う
説
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ま
だ
論
争
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
の
程
度
の
地
震
が
起
き
る
か

も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

最
終
処
分
と
い
う
選
択
で
は
な
く
、
せ
い

ぜ
い
数
10
年
か
ら
数
１
０
０
年
の
間
、
安

全
に
暫
定
的
に
保
管
す
る
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
そ
の
間
に
、
よ
り
長
期
の
10
万
年

を
視
野
に
入
れ
た
対
策
を
考
え
る
べ
き
─

─
と
い
う
の
が
暫
定
保
管
の
考
え
方
。
将

来
の
回
収
可
能
性
を
保
証
し
た
も
の
で
す
。

　

暫
定
保
管
を
選
択
す
る
な
か
で
、
今
後

の
技
術
進
歩
を
生
か
し
た
対
処
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
原
発
立
地
地
域
の
搬
出
要
求

に
は
正
当
性
が
あ
る
。
安
全
管
理
な
ど
の

条
件
を
つ
け
る
な
ら
ば
、（
立
地
地
域
以
外

の
）他
の
地
域
で
暫
定
保
管
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
現
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
10
万
年
間
の
安
全
を
確
保
で
き
る
の

か
？
」と
い
う
議
論
は
、
非
常
に
難
し
い
。

暫
定
保
管
を
選
択
す
る
と
、
一
定
期
間
の

安
全
確
保
で
い
い
の
で
、「
30
年
〜
１
０
０

年
の
安
全
を
ど
う
確
保
す
る
か
？
」と
い

う
、
合
意
形
成
が
で
き
る
可
能
性
は
ず
っ

と
高
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
受
益
圏
と
受
苦
圏
が
分

離
す
る
状
況
へ
の
批
判
や
不
満
の
対
応
策

と
し
て
、
電
源
３
法
交
付
金
な
ど
の
金
銭

的
な
便
益
提
供
を
手
段
に
し
て
き
ま
し

た
。
い
き
な
り「
○
○
県
×
×
村
に
立
地

さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か
」と
い
う
議
論

に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
意
思

決
定
の
仕
方
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
、
総
量
管
理
に
つ
い
て
の
合
意
形

成
が
あ
っ
て
初
め
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
め
る
。
ど
こ
か
の
段
階
で
原
発
ゼ
ロ
の

社
会
を
つ
く
れ
ば「
上
限
の
確
定
」と「
発

生
の
抑
制
」が
で
き
ま
す
。「
今
ま
で
の
原

子
力
政
策
は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
総
量
管

理
を
正
面
か
ら
主
題
と
し
て
こ
な
か
っ

た
」と
、
わ
た
し
は
経
済
産
業
省
に
指
摘

し
ま
し
た
。

　

原
子
力
施
設
の
立
地
を
め
ぐ
る
説
明
会

方
式
は
、
主
催
者
の
推
進
側
が
議
論
の
場

を
設
定
し
、
討
論
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

疑
問
や
不
満
を
持
つ
住
民
は
、
そ
れ
に
対

峙
し
て
き
ま
し
た
。

　

討
論
の
過
程
は
公
正
な
立
場
の
第
３
者

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
討
論
の
場
を
管
理
す
る
の
は
中
立

的
な
主
体
で
あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

で
審
判
が
ど
っ
ち
か
の
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
い
た
ら
お
か
し
い
で
し
ょ
う
、
と
。「
利

害
関
係
者
が
同
等
に
発
言
で
き
る
討
論
に

す
べ
き
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
会
議
の「
回
答
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

従
来
の
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
施
設
に
は
な

か
っ
た
、「
総
量
管
理
」と「
暫
定
保
管
」を

打
ち
出
し
た
こ
と
で
す
。

　

総
量
管
理
は
最
終
解
決
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
先
送
り
だ
」と
い
う
批
判
は
当
然

出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
問
題

の
難
し
さ
の
な
か
で
考
え
う
る
最
も
ベ

タ
ー
な
選
択
で
は
な
い
か
─
─
と
い
う
の

が
我
々
の
見
解
で
す
。
暫
定
保
管
の
間
に
、

よ
り
長
期
的
な
対
処
の
道
を
考
え
、
合
意

形
成
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
考

え
方
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
と
原
子
力
委
員
会
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
１
回
や
り
ま
し
た
が
、
論
議

は
あ
ま
り
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。
原
子
力

委
員
会
は
、「
回
答
」の
一
部
の
論
点
は
取

り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
地
層
処
分
の
路
線

自
体
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。「
総
量
管
理
」

の
言
葉
を
使
う
こ
と
を
避
け
、「
暫
定
保
管

は
最
終
処
分
に
至
る
中
間
的
な
経
路
」と

い
う
解
釈
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
お
か
し
い
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
の

意
見
で
す
。

　

昨
年
暮
れ
、
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

「
こ
こ
が
適
地
だ
か
ら
、
調
査
を
や
ら
せ

て
く
れ
」と
い
う
方
向
に
舵
を
切
り
、（
自

治
体
に
よ
る
応
募
と
の
）両
方
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
が
指
摘
し
た
根
本
的
な
問
題
は

無
視
さ
れ
、
論
議
が
か
み
合
っ
て
い
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
。

「
回
答
を
出
し
た
以
上
、
社
会
に
問
題
提

起
す
る
責
任
が
あ
る
」と
、
学
術
会
議
は

こ
の
問
題
の
第
２
次
委
員
会
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
技
術
的
な
面
と
社
会
的
な
合
意

形
成
に
つ
い
て
分
科
会
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
分
科
会
の
報
告
を
と
り
ま
と
め
た
素

案
を
幹
事
会
に
提
出
し
て
お
り
、
８
月
末

か
９
月
に
査
読
が
終
了
し
、
第
２
回
の
提

案
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
個
人
的
な
見
解
で
す
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
次
の
諸
原
則
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
安
全
性
を
最
優
先
す
る

②
自
国
内
で
処
理
す
る

③
現
在
世
代
が
責
任
を
持
つ

④
地
域
間
の「
受
益
」と「
負
担
」が
公
平
で

　

あ
る

⑤
社
会
的
な
合
意
形
成
を
図
る

　

暫
定
保
管
施
設
は
、
原
発
を
有
す
る
９

電
力
会
社
の
圏
域
ご
と
に
造
る
こ
と
が
、

公
平
性
の
条
件
に
な
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
規
模
と
対

比
す
る
と
、
圏
域
内
で
の
対
処
と
い
う
選

択
は
、
保
管
施
設
が
多
す
ぎ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

技
術
的
な
視
点
か
ら
は
、
安
全
に
保
管

で
き
る
期
間
と
し
て
例
え
ば
１
０
０
年
と

い
う
上
限
を
規
定
し
、
こ
れ
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
。
社
会
的
に
は
、
一
世
代（
30

年
）を
妥
当
な「
暫
定
保
管
期
間
」と
し
て

は
ど
う
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
８
月
３
日
、
豊
富
町
内
で
収
録
）

公
正
な
第
３
者
が
討
論
を
管
理

し
て
合
意
形
成
の
道
を
探
ろ
う

合
意
形
成
の
あ
り
方
を
問
い

学
術
会
議
が
解
決
策
を
提
言
へ

第
２
次
委
員
会
で
議
論
を
重
ね

次
の「
提
案
」を
ま
と
め
た
い

９
電
力
会
社
の
圏
域
ご
と
に

暫
定
保
管
施
設
を
造
る
べ
き
だ

暫
定
保
管
と
総
量
管
理
を
柱
に

「
処
分
政
策
の
再
構
築
」を
提
案


